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沖
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に
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る
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主
意
書 

 

令
和
四
年
五
月
の
内
閣
総
理
大
臣
決
定
で
あ
る
、
政
府
の
「
沖
縄
振
興
基
本
方
針
」
に
お
い
て
、
陸
上
交
通
に
つ
い
て
は

「
中
南
部
で
慢
性
的
な
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
お
り
、
物
流
や
観
光
を
始
め
幅
広
い
分
野
に
影
響
が
及
ん
で
い
る
」
と
し
た
上

で
、
道
路
等
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
「
新
た
な
鉄
道
、
軌
道
（
中
略
）
の
整
備
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
技
術

の
進
歩
の
状
況
や
既
存
の
公
共
交
通
と
の
関
係
、
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
等
に
も
留
意
し
つ
つ
、
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法

（
中
略
）
を
参
考
と
し
た
特
例
制
度
を
含
め
調
査
及
び
検
討
を
進
め
、
（
中
略
）
一
定
の
方
向
を
取
り
ま
と
め
、
所
要
の
措
置

を
講
ず
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。 

一 

沖
縄
振
興
基
本
方
針
に
あ
る
沖
縄
本
島
の
新
た
な
鉄
道
、
軌
道
（
以
下
「
沖
縄
鉄
軌
道
」
と
い
う
。
）
の
必
要
性
や
整
備

に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
、
以
下
の
１
及
び
２
の
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
た
い
。 

 

１ 

本
島
北
部
地
域
の
振
興
、
ま
た
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
に
加
え
本
年
七
月
に
開
園
す
る
新
た
な
テ
ー
マ
パ
ー
ク
等
に
よ
る

北
部
地
域
へ
の
観
光
客
の
移
動
需
要
の
増
加
、
更
に
高
齢
化
の
進
行
等
、
本
島
に
お
け
る
公
共
交
通
機
関
に
対
す
る
需
要

は
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
沖
縄
の
事
情
を
踏
ま
え
た
、
沖
縄
鉄
軌
道
の
必
要
性
。 

 

２ 

沖
縄
鉄
軌
道
の
整
備
に
国
が
主
体
的
に
か
か
わ
る
こ
と
。 



 

２ 

 

二 

内
閣
府
は
毎
年
、
沖
縄
鉄
軌
道
等
の
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
た
め
の
調
査
（
鉄
軌
道
等
導
入
課
題
検
討

調
査
）
を
実
施
し
て
い
る
。
令
和
五
年
度
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
事
業
実
施
に
向
け
た
費
用
便
益
比
は
、
最
大
と
な
る
那

覇
～
名
護
間
で
磁
気
浮
上
式
の
鉄
道
を
整
備
す
る
場
合
で
も
〇
・
八
二
に
と
ど
ま
る
。 

 

１ 

沖
縄
鉄
軌
道
の
費
用
便
益
比
は
、
現
状
、
一
を
下
回
る
が
、
沖
縄
振
興
基
本
方
針
で
も
課
題
と
さ
れ
た
「
慢
性
的
な
交

通
渋
滞
」
へ
の
効
果
、
「
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携
」
等
を
考
慮
し
た
い
わ
ゆ
る
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
、
鉄
道
の
地
域
へ

の
貢
献
、
さ
ら
に
国
家
目
標
で
あ
る
二
〇
五
〇
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
へ
の
貢
献
等
も
加
味
し
た
場
合
、
費

用
便
益
比
が
一
を
下
回
る
こ
と
が
直
ち
に
事
業
実
施
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

 

２ 

沖
縄
鉄
軌
道
の
費
用
便
益
比
の
算
出
は
、
国
土
交
通
省
の
「
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
評
価
手
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ

き
、
社
会
的
割
引
率
を
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
計
算
し
て
い
る
が
、
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
割
引
率
の
適
用
は
政
府
内
で

も
議
論
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
社
会
的
割
引
率
を
四
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
小
さ
く
し
た
場
合
、
当
然
、
沖
縄
鉄
軌
道
の
費

用
便
益
比
は
一
に
近
づ
き
、
あ
る
い
は
一
を
超
え
る
場
合
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
、
不
採
算
と
考
え
ら
れ
る
事
業

で
も
、
社
会
的
割
引
率
を
変
更
し
た
場
合
の
計
算
結
果
に
よ
っ
て
は
、
採
算
性
が
あ
る
と
直
ち
に
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
の
か
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。 



 

３ 

 

 
３ 

沖
縄
県
は
、
沖
縄
鉄
軌
道
の
費
用
便
益
比
の
算
出
に
お
い
て
、
鉄
軌
道
の
需
要
喚
起
方
策
と
し
て
貨
物
利
用
に
よ
る
需

要
喚
起
を
加
味
し
て
い
る
。
昨
今
、
物
流
業
界
の
人
手
不
足
に
よ
っ
て
事
業
者
ニ
ー
ズ
や
社
会
的
背
景
等
に
変
化
が
生
じ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
費
用
便
益
比
の
算
出
に
お
い
て
、
貨
物
利
用
を
加
味
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
政
府

の
見
解
を
伺
い
た
い
。 

三 

沖
縄
振
興
基
本
方
針
に
あ
る
、
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
を
参
考
と
し
た
特
例
制
度
を
含
む
調
査
及
び
検
討
に
つ
い
て 

 

１ 

現
在
の
取
組
状
況
を
伺
い
た
い
。 

 

２ 

問
二
の
２
で
お
尋
ね
し
た
四
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
低
い
社
会
的
割
引
率
を
適
用
し
、
ま
た
、
整
備
区
間
を
需
要
の
高
い
部

分
に
限
定
す
る
等
適
切
な
区
間
に
設
定
し
直
し
た
上
で
、
あ
わ
せ
て
整
備
新
幹
線
と
類
似
の
ス
キ
ー
ム
が
適
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
れ
ば
、
沖
縄
鉄
軌
道
の
現
実
味
は
一
気
に
増
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
も
踏
ま
え
た
検
討
及
び

実
施
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

四 

沖
縄
振
興
基
本
方
針
に
も
あ
る
と
お
り
本
島
中
南
部
の
交
通
渋
滞
は
慢
性
化
し
て
い
る
。
特
に
県
庁
に
近
い
那
覇
市
の
国

道
で
は
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
車
の
平
均
時
速
が
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
東
京
二
十
三
区
の
商
業
地
の
国
道
の
平
均
時
速
十

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
よ
り
遅
く
、
渋
滞
の
損
失
時
間
は
年
間
八
千
百
四
十
五
万
時
間
、
経
済
損
失
額
と
し
て
換
算
し
た
場
合
、



 

４ 

 

県
全
体
で
年
間
約
千
四
百
五
十
五
億
円
に
も
上
り
、
県
民
一
人
当
た
り
九
万
八
千
円
に
な
る
と
い
う
。 

 

１ 
こ
の
よ
う
な
沖
縄
の
渋
滞
に
対
す
る
政
府
の
見
解
、
及
び
渋
滞
解
消
に
向
け
た
政
府
の
対
策
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
伺
い

た
い
。 

 

２ 

渋
滞
問
題
へ
の
対
処
や
公
共
交
通
を
核
と
し
た
都
市
構
造
へ
の
変
換
等
を
背
景
に
、
令
和
六
年
三
月
、
那
覇
市
は
市
内

に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
交
通
シ
ス
テ
ム
）
を
整
備
す
る
計
画
の
素
案
を
公
表
し
た
。
同
計
画
へ
の
政
府
の
見
解
と
、
計
画

実
現
の
た
め
の
国
の
財
政
的
・
制
度
的
な
具
体
的
支
援
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


